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流域圏担い手づくり事例集の発刊について 

  ～ 伊勢湾・三河湾の豊かさを考える ～ 

 

22 世紀奈佐の浜プロジェクト委員会 事務局長 近藤 朗 

 

  

 

 矢作川流域圏懇談会（事務局；国土交通省豊橋河川事務所） 

は、三河湾及び伊勢湾での豊かな海の再生を目指し、未来へ

繋げていくための冊子として、「流域圏担い手づくり事例集Ⅴ 

伊勢湾・三河湾の豊かさを考える」を発刊しました。かつての伊

勢湾への思いを馳せつつ、現状を認識し、未来に向けて私たち

（伊勢湾流域圏の人口は1,100万人に及びます） が何をしてい

くべきなのかを考えるための一助になればという思いで作成し

ました。矢作川流域圏懇談会は 2010 年に立ち上がった取組で、

河川管理者だけでは解決できない流域内での様々な課題に対

して多様なセクターが集結し、情報共有・連携・行動していこう

というものです。懇談会は山部会・川部会・海部会・市民部会な

どで構成されています。 

 

■ 伊勢湾流域調査を継承する双子のプロジェクト 

この担い手づくり事例集というのは、矢作川流域圏懇談会・

山部会において 2013 年からスタートした取組みであり今回で

通算 9 冊目 （山村編 4 冊、流域圏編 5 冊） の冊子となります。

実は本誌 Vol.42～Vol.44 まで 3 号連続で掲載させていただい

た 「22 世紀奈佐の浜プロジェクト」（2012 年設立） とは深い関

わりがあり、いずれもそのルーツは、Vol.42 でも紹介させていた

だいた伊勢湾流域圏調査なのです。その共通テーマは担い手

づくりであり、ある意味双子の様なプロジェクト。今回事例集とし

て初めて「海」を取り扱うこととし、矢作川流域圏懇談会と奈佐

の浜プロジェクトは、がっぷりとタッグを組みました。したがいま

して伊勢湾・三河湾に関わる多くの方々への取材を行いました

が、それには奈佐の浜プロジェクトの学生、OB たちも参加して

おり、普段は海に馴染みのない若者たち（信州大学など）が事

前の伊勢湾学習会なども経て、伊勢湾の現状などを目の当た

りにすることになりました。 

 

 
2024.3 月 24 日 鳥羽市海の博物館にて、平賀大蔵館長の話を聞く

奈佐の浜プロジェクト学生部会メンバー 

 

 事例集の内容は、主に「海の恵みと変化」、「海をつなぐ

人びと」、「（海の）貧栄養化問題への取組」の 3 部で構成し

ており、6 名の寄稿者と 16 名への取材、取材者は 20 名に

も及んでおり、実に多様な人たちがこれに関わっています。 

 

■ かつての伊勢湾を聞く、そして海をつなぐ人びと 

「伊勢湾は水深が浅く、栄養がたっぷりのスープ皿のようだ」

（九州大学 清野聡子さん）。「かつて伊勢湾は豊かな漁場だっ

た」（鳥羽市立海の博物館 平賀館長）。「自分が海女になった

50 年前と今とでは、とれるものもとれる量も大きく変わってしま

った。海も山も一緒。今は山にも人が入らない」（濱口幸子さん）。

「大雨が降って流木が流れてくると、川や海の人々は、みんな

競って拾いに行った」（東京大学 蔵治光一郎さん）。これらの話

を聞きながら、これからの伊勢湾のあるべき姿を考えてみたい

と思います。 

   

 海の博物館 平賀館長      答志島の海女 濱口幸子さん 



  

海部会座長 青木伸一さん   山部会座長 蔵治光一郎さん   

 

 今新たに豊かな伊勢湾再生を目指している方々として、奈佐

の浜プロジェクトの他、中村欣一郎市長をはじめとする鳥羽市

役所の方々、鳥羽市水産研究所の岩尾豊紀さん、三重大学水

産実験所の松田浩一教授、愛知県西尾市の佐久島からはオフ

ィス・マッチング・モウル内藤美和さん（寄稿）から現在の取組状

況を伺いました。ごみ問題だけでなく、エコツーリズム、SDGｓ、

海のシリコンバレー構想、アートから自然へなど、多様なテーマ

で活動展開されていることが伺えます。海をつなぐ人びとも実

に多様ですね。 

  

 鳥羽市の中村市長        鳥羽市水産研究所の岩尾豊紀さん 

 

アートで島づくり 西尾市佐久島のおひるねハウス 2004～南川祐輝 

 

■ 貧栄養化問題への取組～伊勢湾の再生に向けて 

 日本全国の内湾で貧栄養化が進み、多様性の喪失が叫ばれ

ています。伊勢湾も同様であり、近年のアサリ漁獲の激減、海

苔の色落ち、イカナゴ禁漁が続いていることなど私たちはその

現状を知っておくべきでしょう。これに対応すべく愛知県、三重

県では下水道処理施設法流水の栄養価をあげる社会実験など

が進められていることをこの事例集では紹介しました。名城大

学の鈴木輝明さん（寄稿）の他、愛知県と三重県の水産関係者

への取材を行ったものです。 

  

 名城大学 鈴木輝明さん     餌不足で痩せたアサリ（右） 

 

 海の中で起こっている問題は、特に都市からは遠い世界であ

り見えづらいのです。しかしながら今後豊かな海を再生していく

ためには、伊勢湾・三河湾での水質基準の見直しなど、私たち

都市市民の十分な理解が不可決となりましょう。 

 さて、伊勢湾の問題を他人ごとではなく、自分ごとだと気づい

た若者たちがおり、信州大学 OG の筒井千遥さんと四日市大学

OBの平野智也さんは、暇を見つけては答志島漁師の小浦嘉門

さんのもとを訪ねてアマモ場の再生へと新たな取組を始めたと

ころです。それでは私たちは何をしましょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「海で起きていることは他人ごとではない」 と平野さん、筒井さん 

   2024 年 1 月 20 日 豊田市能楽堂でのワークショップにて発言 

 

 

＊この事例集を入手・閲覧するには、矢作川流域圏懇談会への参加、

あるいは矢作川流域圏懇談会ホームページより ＤＬください。 






























































































































